
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書名 
ISBN 

978-4-7515- 
本体 定価 ご注文数 

安房直子絵ぶんこセット（全 9 巻） 3200-3 13,500 円 14,850 円 
セット 

❶ふろふき大根のゆうべ 3201-0 1,500 円 1,650 円 冊 

❷猫の結婚式 3202-7 1,500 円 1,650 円 冊 

❸空にうかんだエレベーター 3203-4 1,500 円 1,650 円 冊 

❹遠い野ばらの村 3204-1 1,500 円 1,650 円 冊 

❺雪窓 3205-8 1,500 円 1,650 円 冊 

❻ひぐれのお客・初雪のふる日 3206-5 1,500 円 1,650 円 冊 

❼北風のわすれたハンカチ 3207-2 1,500 円 1,650 円 冊 

❽海の館のひらめ 3208-9 1,500 円 1,650 円 冊 

❾あるジャム屋の話 3209-6 1,500 円 1,650 円 冊 

 

貴店印 学校・図書館名 取扱店 

お名前 

お電話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 安房直子 略年譜 ◆ 学校・公共図書館向き  新刊シリーズ 

（全９巻） 
安房直子／文 

◆2024年 10月 全9巻完結！ 

◆はじめて読む童話として！ 

～読書を始めたばかりの子どもたちにちょうどよい長さ～ 

～動物がでてきて親しみやすい内容の作品～ 

 ～1冊読み切りなので、お好きな巻から読めます～ 

◆各巻ごとに人気絵本作家の絵をのせました！ 

全9巻（★分売可） 

セット定価 本体13,500円+税 

各巻定価 本体1,500円+税 

各24×19cm 

平均 51 ページ 

NDC 913 

小学校中学年～ 

1943年 東京に生まれる。 

1962 年 日本女子大学在学中に、山室静に出会い、児童文学

を志す。 

1970 年 『さんしょっ子』が第三回日本児童文学者協会新人賞

受賞。 

1972 年 『北風のわすれたハンカチ』が第十九回サンケイ児童

出版文化賞推薦図書に選ばれる。 

1973年 『風と木の歌』が第二十二回小学館文学賞受賞。 

1982年 『遠い野ばらの村』が第二十回野間児童文芸賞受賞。 

1985 年 『風のローラースケート』が第三回新美南吉児童文学

賞受賞。 

1991 年 『花豆の煮えるまで』が第二回ひろすけ童話賞受賞。 

1993年 肺炎のため永眠。 

注文書 

〒162-0041 東京都新宿区早稲田鶴巻町 551-4 

TEL：03-3203-3350 FAX：03-3202-3952 http://ｗｗｗ.asunaroshobo.co.jp 

あすなろ書房 ご注文 FAX：03-3202-3952 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶ふろふき大根のゆうべ アヤ井アキコ／絵 ❷猫の結婚式 西淑／絵 

❸空にうかんだエレベーター 

えがしらみちこ／絵 
❹遠い野ばらの村 高橋和枝／絵 

❺雪窓 

  長谷川あかり／絵 

❻ひぐれのお客・初雪のふる日 

松村真依子／絵 

❼北風のわすれたハンカチ eto／絵 

❽海の館のひらめ くのまり／絵 ❾あるジャム屋の話 伊藤夏紀／絵 

さむいさむい夕ぐ

れどき、峠の茶店の

茂平さんは、山道で

出会ったふしぎな

いのししに、大根を

一本わけてあげま

した。すると・・・。 

春の日曜日、新聞を

読んでいると、のら

猫のギンが、結婚式

の招待状をもってや

ってきました。さて、

そのお相手は・・・？ 

「満月の晩にまた会

いましょう」 子ども

服のお店のショーウ

ィンドーにかざられ

ているぬいぐるみの

うさぎさんは･･･。 

野ばら堂のせっけん

は、本物のばらのに

おいがしました。 

またたくまに売り切

れるその人気のせっ

けんは・・・。 

山にはふしぎなものがたく

さんすんでいます。 

はじめて雪がふった晩、おで

んの屋台「雪窓（ゆきまど）」

に、ちょっと変わったお客さ

んがやってきました。 

冬のはじめのひぐれ

時、裏通りの手芸屋さ

んに、赤い裏地をさが

している黒猫がやっ

てきました・・・。 

『ひぐれのお客』 

つめたい風と共にや

ってきたのは、青い馬

にのった青い人･･･。

家族を失くし、ひとり

で暮らす熊と、北風の

家族との不思議な交

流を描いたお話。 

島田しまおは真面目

に一生懸命働いてい

るのに、いつまでた

っても皿洗い。もう

お店をやめよう、と

決心したその時･･･。 

森の中の小さなジャ

ム屋。ジャムのお味

はとびっきりなのに

ちっとも売れませ

ん。どうしたものか

と困っていたら・・・。 

（全９巻） 
安房直子／文 


